
未来の予測が難しいVUCA※の時代、ビジネス環境はより多様化・複雑化
していくことが予想されます。また国内の少子高齢化に伴う労働人口減少で、
これまで以上に戦略的かつ効率的な経営が、企業に求められていくことでしょ
う。このような中、企業が競争優位性を確立するためには、最前線で戦う直
接部門を支える管理部門をコストセンターから脱却させ、付加価値を生み出
す“攻め”の管理部門へと変革していくことが不可欠です。そのためには、新た
な視点での改革を進め、管理部門のDX（デジタルトランスフォーメーション）
を実現することが必要です。
日立コンサルティングは、さまざまな業界で培ってきたノウハウと、日立グルー
プのデジタル技術を活用したBO-Tech（バックオフィス×テクノロジー）の提
供で、次代を勝ち抜く管理部門（バックオフィス）改革を成功へと導きます。

新たな価値を創造する管理部門DXコンサルティング

コストセンターからの脱却をめざす管理部門を
デザイン思考を用いて“攻め”の体制へと導く

ワークショップで導出した施策を単なるアイデ
アで終わらせないために、業務全体を再設
計。日立グループが保有するDXソリューショ
ンとの連携や導入実績から得たノウハウの
活用で、実現確度の高い施策への落とし
込みを支援します。

日立グループのDXソリューションとの連
携で、施策の実現確度向上を支援

実際に業務を遂行する現場メンバーやユー
ザーとなる従業員など、さまざまなメンバーで
ワークショップを実施することで、新たな視点
での施策を導出していきます。多様なアイデ
アの発散と収束を促すためにフレームワーク
を活用しながら、経験豊富なファシリテー
ターがワークショップをリードします。

多様なメンバーの“知”の掛け合わせで
新たな視点の施策を導出

私たちは、現状からの発想だけでなく、将来
の事業環境の変化を見据えたありたい姿か
ら発想するアプローチを重視しています。単
なる効率化ではなく、これまでの業務をリデ
ザインし、業務の付加価値を向上させる抜
本的でダイナミックな施策構想につなげてい
くためのDXテーマを企画・提案します。

将来の変化やありたい姿を起点とした
改革のためのDXテーマを企画・提案
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※VUCA：Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）
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ガバナンス型
全社的なコスト管理、リスク
マネジメントなどを重視

ビジネスパートナー型
戦略的アドバイザー
として事業をサポート

オペレーター型
要求に合わせて間接
業務の処理・取りまとめ

従来型
バックオフィス

管理・統制重視

チェンジマネージャー型
経営層と各部門のハブとなり

企業価値向上に貢献

BO-Tech バックオフィス×テクノロジー
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●サービスの仕様は、改良のため変更することがあります。ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。●詳細な見積条件などはwebサイトから、または弊社担当営業へお問い合わせください。

攻めの管理部門の実現イメージ（例）

このようなお客さまにお勧めします

抜本的な改革を進めたいが、社内に小粒なデジタル化施策ばかり乱立していて、思うような取り組みになっていない。

現場メンバーが“やらされ改革”に疲れ始めていて、自発的な取り組みが減る悪循環に陥っている。

社内における管理部門の地位を高めたいが、経営層や事業部門に対して受け身の対応に終始してしまっている。

業務リデザイン・
施策具体化

ビジョン策定・
アイディエーション

コンサルティングプロセス（標準仕様）

『各部門における強化すべきDXスキル』（例）

• 改革の対象とする組織／業務範囲を設定
• 対象組織／業務の現状や困りごとを整理

• 対象範囲の中で取り上げるべきDXテーマを設定
• テーマに基づいて、ワークショップの内容を設計

❶スコープ設定・現状整理

❷DXテーマの設定

• 将来起きうる事業環境の変化がユーザー部門に与える影響を発想
• 変化に対応するための管理部門のあるべき姿を検討

• 将来のあるべき姿に向けた新規施策のアイディエーションを実施
• 導出された施策の中から、特に検討すべき施策を選定

❸ビジョン策定（ワークショップ）

❹新規施策アイディエーション（ワークショップ）

DXテーマ設定

• あるべき姿や新規施策実現に向けて、業務全体の在り方を再検討
• 実施すべき施策の具体構想と想定効果を整理

• 施策の想定効果や実現性から優先度を設定
• 優先度に基づき、あるべき姿実現までのロードマップを策定

❺施策構想具体化

❻ロードマップ策定

DXテーマ業務整理図

アイデアシート DXビジョン

財務
総務

人事調達

法務・知財

各種業務データ

アナログデータ

見える化

高度な分析

オフィス 設備 ワーク
スタイル

価値提供先

管理部門ならではの
インサイト（洞察）の獲得、
業務全体のリデザイン

経営層

間接部門の知見

客観的なデータの
柔軟/多角的な分析

IoT

ナレッジ共有・連携

財務データ

販売データ

顧客データ

…

IoTによる
非構造データの獲得

各種データの連携

間接部門

デジタルをテコに業務の在り方をリデザインし、管理部門ならではのユーザー価値向上施策を導出

事業部門

従業員

経営戦略における
意思決定支援

(例：経営データの見える化・
意思決定支援ツール)

事業部との連携
による事業貢献

(例：高度なリソース
マネジメントの仕組み)

♪
従業員の活躍・
満足度の向上

(例：従業員のWell-beingを
実現するオフィス空間)

施策コンセプト 展開ロードマップ
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